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10
月
17
日
、
場
所
は
松
尾
中
学
校
。

生
徒
数
17
人
、
小
学
生
を
合
わ
せ
て

も
55
人
の
こ
の
学
校
に
、
総
勢
62
人
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
文
化
庁
が
行
う
事
業
で
、
幸

運
に
も
県
内
で
選
ば
れ
た
の
は
わ
ず
か

４
校
。
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
に
、
村

内
か
ら
１
２
０
人
の
観
客
が
詰
め
か

け
、
プ
ロ
の
、
し
か
も
フ
ル
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
を
体
全
体
で
感
じ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
演
奏
会
を
よ
り
深
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
と
、
本
公
演
の
３
週

間
前
、
事
前
に
生
徒
と
団
員
が
触
れ
合

う
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き

た
子
ど
も
た
ち
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最

後
に
行
わ
れ
た
「
生
徒
と
の
共
演
・
校

歌
」
で
、英
語
で
の
「
ド
レ
ミ
の
唄
」
と
、

松
尾
中
の「
校
歌
」を
力
強
く
歌
い
上
げ
、

会
場
を
感
動
の
渦
で
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら

わ
ず
か
４
日
後
、
松
尾
中
学
校
で
ス
ー

パ
ー
マ
リ
ン
バ
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
文
化
庁
の
事

業
で
、
事
前
に
計
画
し
、
県
へ
申
請

し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
て
実
現
し
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、県
内
外
で
活
躍
す

る
打
楽
器
奏
者
５
人
の
演
奏
に
引
き
込

ま
れ
て
聞
き
入
り
、そ
し
て
目
を
奪
わ
れ
、

気
付
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
。
こ

れ
ま
で
練
習

を
重
ね
て
き

た
中
学
生
・

先
生
と
の
共

演
も
あ
り
、

午
前
中
の
文

化
祭
か
ら
続

い
た
こ
の
日

は
、
芸
術
の

秋
を
感
じ
た

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

▲軽快なリズムが響き渡りました

文
化
庁
学
校
へ
の
芸
術
家
等
派
遣
事
業

ス
ー
パ
ー
マ
リ
ン
バ
・

コ
ン
サ
ー
ト

〜
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〜

▲事前ミニコンサートでの体験演奏

▲力強く歌う子どもたちとオーケストラとの共演
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５
年
に
一
度
の
和
牛
の
祭
典

　

10
月
11
〜
14
日
、
鳥
取
県
で
「
和

牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
言
わ
れ

る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
38
道
府
県
か
ら
選

ば
れ
た
４
９
４
頭
の
牛
た
ち
が
「
種

牛
の
部
」「
肉
牛
の
部
」
に
分
か
れ

日
本
一
を
目
指
し
、
宮
崎
県
か
ら
も

最
多
の
28
頭
が
出
場
。
各
部
門
で
好

成
績
を
収
め
、
見
事
団
体
優
勝
を
成

し
遂
げ
ま

し
た
。
本

村
か
ら

は
、
甲
斐

雅
規
さ
ん

（
追
手
納
）

の
牛
が
県

予
選
ま
で

出
場
し
ま

し
た
が
、

惜
し
く
も

代
表
に
は

な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

本
村
の
和
牛
改
良
組
合
は
、
13
日

に
こ
の
共
進
会
を
視
察
し
ま
し
た

が
、
会
場
は
人
人
人
…
。
メ
イ
ン
会

場
に
も
入
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
、

審
査
に
出
場
す
る
時
の
牛
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
「
和
牛
博
覧
会
」

だ
け
あ
っ
て
牛
は
化
粧
ま
わ
し
の

「
牛
衣
」
を
着
て
の
移
動
。
人
に
囲

ま
れ
勇
壮
な
姿
で
審
査
に
望
ん
で
い

ま
し
た
。

　

次
は
５
年
後
。
椎
葉
の
牛
が
代
表

に
選
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

し
ょ
う
！

目指せ！「椎葉牛」のブランド確立
ま
ず
は
村
の

子
牛
品
評
会
か
ら
！

　

依
然
と
し
て
高
値
安
定
し
て
い
る

和
牛
価
格
。
今
回
「
宮
崎
牛
」
が
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
向
こ
う
５
年
間
は
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
実
績
が
残
り
、
売
り
込

み
の
武
器
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
知
事
効
果
も
あ
り
こ
れ
ま

で
に
な
い
注
目
を
集
め
て
い
る
宮

崎
県
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
い
か

に
「
椎
葉
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
県
内

へ
、
そ
し
て
全
国
へ
と
広
め
て
い
け

る
の
か
。
６
月
の
郡
子
牛
品
評
会
で

５
年
ぶ
り
の
団
体
優
勝
を
果
た
し
た

椎
葉
村
。
ま
ず
は
村
の
品
評
会
に
良

い
牛
を
出
し
、
郡
で
も
常
に
上
位
入

賞
を
。
一
人
一
人
の
努
力
が
鍵
と
な

り
ま
す
。

高
校
生
も
大
活
躍
！

　

10
月
５
〜
６
日
、
新
富
町
で
行
わ

れ
た
県
畜
産
共
進
会
・
肉
用
種
種
牛

の
部
で
、
高
鍋
農
業
高
校
生
が
育

て
た
「
み
ね
こ
ひ
め
３
」
が
見
事
優

勝
。
昭
和
24
年
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ

る
共
進
会
で
、
高
校
生
の
牛
が
頂
点

に
立
つ
の
は
初
の
快
挙
。
後
継
者
不

足
が
進
む
中
、
畜
産
業
界
に
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
伝
わ
り
ま
し
た
。

▲本村からも多数の生産者と関係者が参加

▲グランドチャンピオンになった
「宮崎牛」

▲10月22日、村子牛品評会・雌牛の
部で優等一席になった那須盛男さん

（尾田山中）の「たかみ150号」。郡
の品評会が楽しみです

▲畜産科２年生の那須愛さん（畑鳥の巣）は松尾中学校出身。※写真右端
　愛情を込め、毎日欠かさず行った世話が結果を生みました

宮
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
実
力
証
明

宮
崎
県
が
団
体
優
勝
! !
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＊＊  収穫の秋  ＊＊  スポーツの秋  ＊＊

芋
い も

掘
ほ

り遠
え ん

足
そ く

（10月４日・向山児童館）

秋季大運動会
（９月30日）

大河内小学校

椎葉小学校

　松尾小学校

不土野小学校

鹿野遊小学校

小崎小学校

尾向小学校
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＊＊  スポーツの秋  ＊＊  芸術の秋  ＊＊

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　

秋
季
大
会

　
　

と　

き
・
10
月
13
日

　
　

と
こ
ろ
・
村
総
合
運
動
公
園

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　

３　

位　

尾
向
ソ
フ
ト

　

特
別
賞　

小
崎
ソ
フ
ト
同
好
会

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

椎
小
フ
レ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

松
尾
少
女
バ
レ
ー

■
卓
球
の
部
（
大
河
内
小
）

　

※
中
学
生
と
合
同
練
習

■
剣
道
の
部

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

小
崎
少
年
剣
道

　

準
優
勝　

椎
葉
少
年
剣
道
Ａ

　

３　

位　

椎
葉
少
年
剣
道
Ｂ

　

４　

位　

尾
向
少
年
剣
道

【
個
人
戦
】

２
年
生
の
部

　

優　

勝　

那
須
澪
佳
（
小
崎
）

　

準
優
勝　

尾
前
萌
々
花（
椎
葉
）

　

３　

位　

黒
木
響
生
（
小
崎
）

４
年
生
の
部

　

優　

勝　

尾
前
篤
了
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

那
須
杏
理
（
小
崎
）

　

３　

位　

尾
前
さ
く
ら（
尾
向
）

　
　

〃　
　

右
田　

樹
（
小
崎
）

５
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉
駿
輔
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

尾
前
彩
夏
（
椎
葉
）

　

３　

位　

那
須　

歩
（
椎
葉
）

６
年
生
の
部

　

優　

勝　

黒
木
大
希
（
小
崎
）

　

準
優
勝　

椎
山
晋
之
介（
椎
葉
）

　

３　

位　

椎
葉
章
和
（
小
崎
）

１
年
生
の
部　

出
場
な
し

３
年
生
の
部　

出
場
な
し

▲小崎少年剣道 ▲椎小フレンズクラブ ▲杉の子ファイターズ

第14回 宇宙画作品展
応募総数1286点

【銅賞】

甲斐 明
あき

菜
な

 さん

（松尾小・４年）

【佳作】

岡村ひばり さん

（松尾小・３年）

【銅賞】

那須　葵
あおい

 さん

（松尾小・３年） 【金賞】黒木 彩
あや

菜
な

 ちゃん（大河内へき地保育所・５歳）

第37回 児童・幼児動物画コンクール
応募総数8689点

宮崎県教育長より感謝状
（スポ少指導者・黒木誠志さん）
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〜冬の椎葉に鬼が舞う〜
国の重要無形民俗文化財

　

ま
も
な
く
１
年
を
締
め
く
く
る
祭

り
「
神
楽
」
の
季
節
が
訪
れ
ま
す
。

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
椎
葉
神

楽
。
平
成
３
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
村
内

27
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
の
祭
り

に
は
、
山
の
暮
ら
し
や
神
の
信
仰
を
表

す
椎
葉
独
自
の
文
化
と
歴
史
が
深
く
刻

ま
れ
、
そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
々
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

ま
た
、
今
年
も
伝
統
の
神
楽
が
舞
わ
れ

ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

神
楽
見
学
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

①
神
楽
は
集
落
の
例
祭
で
す
。
地
元

の
お
祭
り
に
参
加
す
る
気
持
ち

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
地
元
の
お
祭
り
で
は
、
１
人
あ
た

り
供
物
（
焼
酎
２
升
程
度
）
か
金

一
封
（
２
〜
３
千
円
程
度
）
を
持
っ

て
い
く
習
わ
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
ビ
デ
オ
や
写
真
撮
影
を
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
保
存
会
・
神
楽
宿

の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

④
10
名
以
上
の
団
体
の
方
は
、
事
前

に
保
存
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

月

日　

程

神　

楽　

名

神　
　

楽　
　

宿

代
表
者

11 月

22
〜
23
日

栂
尾
神
楽

栂
尾
神
社

黒
木
武
太
郎

23
日　

注
①

財
木
神
楽

財
木
神
社

那
須　

福
美

畑･

鳥
の
巣
神
楽

畑･

鳥
の
巣
公
会
堂

椎
葉　
　

誠

24
日　

注
②

栗
の
尾
神
楽

栗
の
尾
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー

中
竹　

数
夫

12 月

１
〜
２
日

不
土
野
神
楽

不
土
野
集
会
セ
ン
タ
ー

椎
葉　

邦
博

向
山
日
添
神
楽

峰
越
の
館
（
日
添
公
民
館
）
椎
葉　

吉
人

嶽
の
枝
尾
神
楽

綾
心
塾
（
綾
部
正
哉
氏
宅
）
椎
葉　

和
男

８
日　

注
③

古
枝
尾
神
楽

古
枝
尾
集
会
セ
ン
タ
ー

那
須　

宗
則

８
〜
９
日

上
椎
葉
神
楽

椎
葉
裕
行
氏
宅

椎
葉　

信
紘

尾
前
神
楽

尾
前
神
社
拝
殿

尾
前　

秀
久

15
日　

注
④

矢
立
神
楽

矢
立
集
会
セ
ン
タ
ー

椎
葉　

真
吾

15
〜
16
日

十
根
川
神
楽

十
根
川
神
社
拝
殿

那
須　

良
市

向
山
日
当
神
楽

向
山
日
当
集
会
セ
ン
タ
ー

椎
葉　

芳
一

16
日　

注
⑤

大
藪
神
楽

大
藪
集
会
セ
ン
タ
ー

高
松
今
朝
光

23
〜
24
日

追
手
納
神
楽

追
手
納
公
民
館

椎
葉　

道
生

28
〜
29
日

夜
狩
内
神
楽

夜
狩
内
集
会
セ
ン
タ
ー

那
須　

朝
光

平成19年度　椎葉神楽日程表
（平成19年10月末現在）

■問い合わせ先：椎葉民俗芸能博物館
　ＴＥＬ . ０９８２−６８−７０３３
　ＦＡＸ . ０９８２−６８−７０３１

日
程

注
①
＝
昼
間

注
②
＝
昼
間
（
地
元
の
み
）

注
③
＝
13
時
〜
夜
中

注
④
＝
17
時
〜
21
時

注
⑤
＝
神
事
の
み

中
止

奥
村
神
楽

村
椎
神
楽

小
崎
神
楽

未
定

合
戦
原
神
楽

大
河
内
神
楽

水
越
神
楽

若
宮
神
楽

仲
塔
神
楽

木
浦
神
楽

胡
摩
山
神
楽

松
木
神
楽

※日程の変更もありますので、事前に確認をお願いします。
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椎葉
晃充
村長の

10月の
動き

▲女性のつどいで来賓祝辞
（14日）

１
日　

全
国
発
電
協
理
事
会
（
東
京
都
）

２
日　

県
町
村
会
町
村
長
研
修（
五
ヶ
瀬
町
）

３
日　

庁
議
、
村
政
功
労
者
審
査
委
員
会

　
　
　
（
役
場
）

　
　
　

平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

10
日　

北
部
広
域
行
政
事
務
組
合（
延
岡
市
）

11
日　

東
九
州
自
動
車
道
延
岡
線
地
方
大
会

　
　
　
（
東
京
都
）

12
日　

林
業
公
社
臨
時
総
会
（
宮
崎
市
）

14
日　

女
性
の
つ
ど
い（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

九
電
感
謝
の
つ
ど
い
（
宮
崎
市
）

20
日　

宮
崎
村
人
会
（
宮
崎
市
）

21
日　

綾
町
75
周
年
記
念
行
事
（
綾
町
）

25
日　

社
協
理
事
評
議
員
会

27
日　

全
国
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
（
五
ヶ
瀬
町
）

31
日　

東
臼
杵
支
会
選
管
委
員
等
合
同
研

修
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

本
年
度
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
お
い
て
、

次
の
事
業
が
採
択
さ
れ
、
祭
り
備
品
や
音

響
施
設
等
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
大
河
内
公
民
館

　
『
ふ
れ
あ
い
の
高
原
づ
く
り
事
業
』

②
不
土
野
公
民
館

　
『
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
』

③
松
尾
公
民
館

　
『
い
き
い
き
・
安
心
施
設
整
備
事
業
』

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
金
を
受
け

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

企
画
情
報
係

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
３

※
申
請
受
付
・
毎
年
２
回
（
９
月
・
４
月
）

▲台風に備え発電機を整備
（松尾公民館）

平
成
19
年
度

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

助
成
」事
業

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
は

　

血
液
を
つ
く
る
材
料
と
な
る
鉄
分
の
吸

収
を
助
け
た
り
、
毛
細
血
管
の
機
能
を

保
っ
た
り
す
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
合
成
に
も
働
き
か

け
る
た
め
、
血
管
は
も
ち
ろ
ん
皮
膚
や
粘

膜
、
骨
を
丈
夫
に
し
ま
す
。
そ
の
他
、
免

疫
力
も
高
め
た
り
、
解
毒
し
た
り
、
老
化

を
防
い
だ
り
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
含
む
野
菜
や
豆
、
穀
物
類
は
体
を
温
め

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
い
冬
を
元
気
で
乗
り
切
る
た
め
に
も
、

積
極
的
に
摂
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
ど
の
く
ら
い
と
れ
ば
い
い
の
？

　
一日
１
０
０㎎
を
目
安
に
摂
り
ま
し
ょ
う
！

　

今
回
の
レ
シ
ピ
で
は
１
人
50
㎎
く
ら
い

摂
取
で
き
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
食
品
は
？

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ピ
ー
マ
ン
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
、
ほ
う
れ
ん
草
、
だ
い
こ
ん
、
白
菜

な
ど
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
熱
に

弱
い
性
質
が
あ
り
ま
す
が
、
じ
ゃ
が
い
も

朝
か
ら
し
っ
か
り

　
　
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」

健
康
レ
シ
ピ

●
材
料
（
４
人
分
）

　

白
菜
…
約
４
枚　
　

人
参
…
１
／
４
本

　

ほ
う
れ
ん
草
…
３
株

　

か
け
汁　

だ
し
汁
…
80
㏄

　
　
　
　
　

砂
糖
…
大
さ
じ
１

　
　
　
　
　

薄
口
し
ょ
う
ゆ
…
大
さ
じ
１

　
　
　
　
　

ご
ま
…
少
々

●
作
り
方

①
白
菜
は
洗
っ
て
切
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
茹

で
る
。（
巻
く
の
で
や
わ
ら
か
め
に
）

②
人
参
は
、
拍
子
切
り
に
し
て
茹
で
る
。

ほ
う
れ
ん
草
も
茹
で
る
。

③
巻
き
す
に
白
菜
を
敷
い
て
、
ほ
う
れ
ん

草
と
人
参
を
芯
に
し
て
巻
く
。

④
③
を
８
等
分
に
切
る
。

⑤
④
を
盛
り
つ
け
、
か
け
汁
と
い
り
ご
ま

を
か
け
る
。

白菜の
巻き浸し

③

や
さ
つ
ま
い
も
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

は
、
熱
に
も
強
い
の
で
オ
ス
ス
メ
で
す
☆

☆
豆
知
識
☆

　

た
ば
こ
を
１
本
吸
う
と
体
の
中
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
は
約
25
㎎
減
少
し
ま
す
。
た
ば
こ

を
吸
う
方
は
特
に
多
め
に
摂
る
と
良
い
で

す
ね
。（
で
き
れ
ば
、禁
煙
し
て
ほ
し
い
な
〜
）
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猫
の
飼
育
に
つ
い
て

　

役
場
に
は
、
犬
だ
け
で
な
く
猫
に
関
す

る
苦
情
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
当
に
悪
い
の
は
、
猫
で
は
な
く

人
間
の
飼
い
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
今
回
は
猫
の
飼
育
に
お
い
て
、

実
際
に
効
果
の
で
て
い
る
方
法
・
事
例
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
屋
内
で
の
飼
育 

　

猫
を
屋
内
で
飼
育
す
れ
ば
、
飼
い
主
と

過
ご
す
時
間
や
ふ
れ
あ
う
機
会
が
増
え
る

の
で
、
お
互
い
の
つ
な
が
り
も
よ
り
親
密

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
猫
を
交
通
事

故
や
感
染
症
の
危
険
か
ら
守
り
、
猫
に
よ

る
生
活
環
境
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
、
近
隣
住
民
と
も
良
好
な

関
係
が
保
て
ま
す
。

　

猫
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
、
猫
に
配
慮

し
た
環
境
を
整
え
れ
ば
、
屋
内
飼
育
は
十

分
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
不
妊
去
勢
手
術
の
実
施 

　

不
妊
去
勢
手
術
は
、
発
情
期
特
有
の
行

動
を
抑
え
る
な
ど
、
屋
内
で
猫
を
飼
う
た

め
の
必
須
条
件
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
放

浪
癖
、
オ
ス
猫
同
士
の
け
ん
か
、
尿
の
ま

き
散
ら
し
に
対
し
て
効
果
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
飼
い
主
の
手
に
お
え
ず
に
引

き
取
ら
れ
、
最
終
的
に
殺
処
分
さ
れ
て
し

ま
う
子
猫
を
生
み
出
す
こ
と
も
防
止
で
き

ま
す
。

　

猫
に
対
す
る
不
妊
去
勢
手
術
の
有
効
性

を
良
く
認
識
し
、
実
施
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。  

③
身
元
の
表
示

　

飼
い
主
の
連
絡
先
を
明
記
し
た
迷
子
札

な
ど
を
猫
に
つ
け
る
こ
と
は
、
飼
い
主
の
愛

情
の
証
と
も
い
え
ま
す
。
誰
の
飼
い
猫
で
あ

る
か
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
飼
い
主
の
責
任

が
明
確
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
な
ど

緊
急
時
の
連
絡
に
も
役
に
立
ち
ま
す
。
先

の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
も
、
あ
の

よ
う
な
非
常
事
態
の
な
か
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
猫
に
迷
子
札
を
つ
け
て
い
た
た
め
、
再

会
を
果
た
し
た
飼
い
主
も
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
飼
い
主
が
迷
子
札
等

を
装
着
し
て
い
る
の
は
、
一
割
に
も
満
た

な
い
の
が
現
状
で
す
。
現
在
で
は
、
デ
ザ

イ
ン
・
安
全
性
と
も
に
優
れ
た
迷
子
札
や

首
輪
が
市
販
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は

よ
り
多
く
の
飼
い
主
が
自
分
の
猫
に
装
着

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

考
え
て
欲
し
い
こ
と

（
１
）
基
本
的
な
考
え

　
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
に
は
、
い
わ

ゆ
る
「
野
良
猫
」
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の

猫
の
ほ
と
ん
ど
は
「
餌
や
り
」
な
ど
、
人

か
ら
何
ら
か
の
食
料
を
与
え
ら
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
苦
情
の
発

生
原
因
と
な
り
、
近
隣
関
係
の
悪
化
要
因

に
も
な
り
が
ち
で
す
。

　

屋
内
飼
育
の
猫
の
寿
命
が
10
〜
15
年
で

あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
寿
命
は
３
、４
年

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飼

い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
と
屋
内
飼
育
が
普

及
す
れ
ば
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
は
次

第
に
減
少
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
に
管
理
さ
れ
な
い

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
が
い
な
く
な
る

こ
と
が
、
理
想
的
で
す
。 

（
２
）
対
応
の
あ
り
方 

　

地
域
に
よ
っ
て
は
「
飼
い
主
の
い
な
い

猫
」
を
放
っ
て
は
お
け
な
い
と
い
う
愛
護

感
情
か
ら
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
「
飼
い

主
の
い
な
い
猫
」
の
不
妊
去
勢
手
術
等
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
」
を
地
域
で
管

理
す
る
取
り
組
み
を
行
う
と
い
う
事
は
、

何
よ
り
自
ら
の
生
活
環
境
を
よ
り
よ
い
も

の
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
地
域
住
民
の
主

体
的
な
意
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

最
後
に

　

動
物
の
飼
育
で
最
も
大
切
な
事
は
、
周

り
の
人
・
動
物
達
の
こ
と
を
親
身
に
考

え
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
勝
手
な
考
え
を
捨
て
、
よ
り

よ
い
生
活
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
犬
や
猫
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

環
境
衛
生
係

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
５

▲保健所へ連れて行かれる猫たち

▲飼い主がいなくても、どこかでエ
サを与える人がいる限り、野良猫
が減ることはない

犬
は
決
し
て
悪
く
な
い･･･

④

猫
だ
っ
て

  

悪
く
な
い
！
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椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院

院
長　

吉
持　

厳
信

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
が
椎
葉
病
院
で
は
健
康

保
険
適
応
に
な
り
ま
し
た

　

禁
煙
に
挑
戦
し
て
失
敗
し
た
と
き
「
自

分
は
意
志
が
弱
い
か
ら
」
と
自
分
を
責
め

て
い
ま
せ
ん
か
？
禁
煙
に
失
敗
す
る
の
は

ほ
と
ん
ど
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
た
め
で
す
。

タ
バ
コ
は
巧
妙
な
お
金
儲
け
の
道
具

　

タ
バ
コ
と
は
巧
妙
な
お
金
儲
け
の
道
具

で
す
。
喫
煙
者
の
皆
さ
ん
は
タ
バ
コ
会
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
宣
伝
な
ん
か
一
言
も
あ
り
ま
せ
ん
。

喫
煙
の
危
険
性
の
説
明
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

宣
伝
も
し
な
い
の
に
タ
バ
コ
消
費
が
全
く

減
ら
な
い
理
由
、
そ
れ
は
喫
煙
行
動
が
喫

煙
者
の
嗜し

好こ
う

で
も
習
慣
で
も
な
く
、
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

１
〜
２
日
で
タ
バ
コ
を
10
本
ほ
ど
吸
う
、

あ
る
い
は
タ
バ
コ
２
箱
を
２
週
間
以
内
に

吸
っ
て
し
ま
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
タ
バ
コ
会
社
の

影
の
販
売
戦
略
ご
存
知
で
す
か
？
「
２
箱

吸
わ
せ
て
『
は
い
』
タ
バ
コ
消
費
ロ
ボ
ッ

ト
出
来
上
が
り
」
で
す
。
２
箱
吸
わ
せ
て

し
ま
え
ば
、
後
は
宣
伝
も
何
も
し
な
く
て

も
自
動
的
に
喫
煙
者
は
自
分
で
お
金
と
健

康
を
犠
牲
に
し
て
タ
バ
コ
を
買
っ
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
に
し
て
お
け
ば
、
タ
バ
コ
会
社

は
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
い
く
ら
喫

煙
の
危
険
性
を
説
明
し
て
も
、
喫
煙
者
は

不
安
が
増
す
だ
け
で
喫
煙
が
止
め
ら
れ
な

い
、し
ま
い
に
「
自
分
は
タ
バ
コ
が
好
き
だ
」

と
か
「
タ
バ
コ
な
し
の
人
生
な
ん
て
意
味

が
な
い
」
と
か
「
タ
バ
コ
を
吸
い
す
ぎ
て

死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
」
な
ん
て
口
で
強

い
こ
と
を
言
っ
て
自
分
を
慰な

ぐ
さめ
る
の
で
す
。

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
仕
組
み

　

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
人
が
タ
バ
コ
を
吸

い
た
く
な
る
の
は
、
決
し
て
自
分
の
理
性

か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
コ
チ
ン
は
脳
の

一
部
の
脳
細
胞
に
作
用
し
て
、
そ
の
脳
細

胞
を
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
人
の
理
性
に
関

わ
ら
ず
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
っ
た
脳

細
胞
は
、
30
〜
40
分
し
て
ニ
コ
チ
ン
が
切

れ
て
し
ま
う
と
、
脳
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
勝
手
に
指
令
を
出
し
て
喫
煙
行
動
を

起
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。
喫
煙
を
し
て

「
ほ
っ
と
」
す
る
の
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に

な
っ
た
極
一
部
の
脳
細
胞
だ
け
で
、
他
の
体

の
多
く
の
部
分
は
、
ニ
コ
チ
ン
や
他
の
約

３
０
０
種
類
に
及
ぶ
タ
バ
コ
の
有
害
物
質

に
傷
み
つ
け
ら
れ
る
の
で
す
。「
そ
ん
な
ー
。

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
や
っ
て

こ
の
泥
沼
か
ら
抜
け
出
す
の
？
」
と
失
望

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の

仕
組
み
さ
え
わ
か
れ
ば
、
タ
バ
コ
を
止
め

る
の
も
そ
ん
な
に
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
バ
コ
を
止
め
る
に
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ

な
い
こ
と

　

こ
ん
な
こ
と
を
書
く
と
「
そ
ん
な
の
当

た
り
前
だ
！
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う

で
す
が
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
を
治
す
に
は

ニ
コ
チ
ン
を
与
え
な
い
こ
と
で
す
。
３
日
間

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
で
い
る
と
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
に
陥
っ
た
脳
細
胞
か
ら
ニ
コ
チ
ン

が
抜
け
ま
す
。
そ
う
す
る
と
少
し
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
退
治
が
楽
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
釣
り
上
げ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
カ
ジ
キ

が
最
後
に
大
暴
れ
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

後
４
日
く
ら
い
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
陥
っ

た
脳
細
胞
は
急
に
「
タ
バ
コ
を
吸
え
！
」

と
い
う
指
令
を
出
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
１

本
く
ら
い
と
思
っ
て
吸
っ
て
し
ま
う
と
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
に
な
っ
た
脳
細
胞
の
勢
い
が

急
に
増
し
「
も
う
１
本
吸
え
！
」
と
か
「
禁

煙
な
ん
て
バ
カ
ら
し
い
よ
！
」
と
か
「
そ

ん
な
タ
バ
コ
で
病
気
に
な
る
な
ん
て
一
部
の

運
の
悪
い
人
だ
け
さ
！
」
と
い
う
思
い
を

ど
ん
ど
ん
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
１
週

間
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
で
い
る
と
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
は
ほ
と
ん
ど
治
り
ま
す
。
後
は
も

う
決
し
て
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
研
究
か
ら

　
「
喫
煙
者
の
半
数
は
タ
バ
コ
関
連
の
病
気

で
亡
く
な
る
」「
喫
煙
者
10
人
に
２
人
は
肺

が
ん
に
な
る
」「
喫
煙
者
と
同
じ
部
屋
に
１

日
１
時
間
い
る
こ
と
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使

用
さ
れ
た
住
宅
に
20
年
間
住
む
よ
り
１
０
０

倍
肺
が
ん
に
な
り
や
す
い
」
な
ど
な
ど
。

椎
葉
病
院
に
ご
相
談
を
！

　

そ
う
は
言
っ
て
も
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
、
椎

葉
病
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
は
喫
煙
欲
求
を
３
分
の
１
に
減
少

さ
せ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

２
０
０
８

「禁煙」に挑戦してみませんか？

▲タバコの箱に「吸ってはいけません」
と書かれてはいるのですが･･･
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Hello again everyone.  It’s been a busy month for me this time.  First things first, I’d like to congratulate the four 

girls who participated in the speech contest in Hyuga at the beginning of October.  Megumi Kai and Akari Kai 

from Matsuo Junior High and Yumiko Shiiba and Anna Kurogi from Shiiba Junior High.  All four of them worked 

very hard on their English speeches, and they all did very well at the event.  I’m very proud of each of them.  

I’ve also had a pretty exciting month.  I’ve started to get out a little and explore some different areas of Kyushu.  

At the beginning of the month I hiked to the top of Takedake in the Mt. Aso park. It’s a beautiful area, and a very 

impressive volcano.  I’ve spent the last two weekends down in Nejime in Kagoshima prefecture.  Every year they 

host an annual dragon boat race, where teams of ten compete in a race in boats with wooden dragons carved 

into the prow.  The first weekend we went to practice, and the second weekend we had the race.  I paddled as 

hard as I could, but we didn’t qualify for the second round.  Hopefully we’ll do better next year.  I still had a good 

time.  Nejime throws a big party with fireworks and dancing, and even when you don’t win, it’s fun to compete and 

spend time with your teammates.  It’s a great event.

Finally, Halloween is at the end of the month.  Halloween is a big 

Western holiday based on costumes, candy, and the spirits of the 

dead.  I’ve been told it’s similar to the Obon festival in Japan, but I think 

Halloween is way more about being silly and having a good time than 

showing any real respect for the dead.  In New Orleans, Halloween is 

the biggest, drunkest, wildest party night of the whole year.  Anyway, 

Halloween is the last day of October, and I’ll be wearing my costume.  It’

s not too hard, but go ahead and try to guess what it is.

　みなさんこんにちは。今月は私にとって忙しい月となりました。まずはじめに、10月上旬に日向で開かれたスピーチコ
ンテストに４人の女の子たちが参加したことを喜びたいと思います。松尾中学校の甲斐愛美さんと、甲斐明李さん、椎葉
中学校の椎葉祐美子さんと黒木晏夏さんです。４人全て英語のスピーチを一生懸命練習し、そしてコンテストではとって
もよくやってくれました。私は彼女たちをとても誇らしく思います。
　また、とても楽しい月でもありました。私は少し遠くへでかけ、九州の違う地域を探検しはじめました。10月はじめに
私は阿蘇にある高岳の頂上へ山登りしました。そこはとても美しい所でそしてとても荘厳な火山でした。ここ２週間は週
末に鹿児島県の根占まで南下して過ごしました。そこでは毎年１回「ドラゴンボートレース」を開催し、船首を木の龍で
かたどったボートを10人で漕ぎレースをします。１週目は練習に行き、２週目はレースに出場しました。私は力の限り漕
ぎましたが、２回戦へと勝ち残ることは出来ませんでした。願わくば、来年もっと頑張りたいと思います。私は更に楽し
い時間を過ごすことができました。根占では花火とダンスのある大きなパーティも催され、たとえ勝てなくとも、チーム
メイトと共にパーティに参加して過ごすのはとても楽しいことです。とても素晴らしいイベントです。

　最後に、10月最後の日（31日）はハロウィーンです。ハロウィーンは西洋の重要な祝
祭日で、仮装や・キャンディ・そして亡くなった人の魂に関連するお祭りです。日本のお
盆の祭りと似た部分があると聞いた事がありますが、ハロウィーンは死者に対して敬意を
払うと言うよりはおかしなことをして楽しい時を過ごす祭りだと思います。ニューオーリ
ンズでは、ハロウィーンは一年の中で最も大きな、最も酔いしれる、最も騒々しいパーティ
の夜です。ともかく、ハロウィーンは10月31日にあります。その日は私も仮装すると思
います。それほど奇抜な格好ではないと思いますが、さて、何に仮装するか当ててみて下
さい。

和訳：黒木睦美さん（栂尾出身）

〜 ケヴィン、椎葉を行く 〜

▲英語暗唱・弁論を行った黒木晏夏さん
（10月21日・椎葉中学校文化祭）

Kevin VanEvery
ケヴィン　ヴァンエブリー

（椎葉村外国語指導助手）
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昔
、
あ
る
所
に
、
馬
鹿
子
と
お
父と

う

・
お

母っ
か
あ

の
親
子
が
三
人
暮
ら
し
て
お
っ
た
。
馬

鹿
子
の
名
前
は
カ
メ
と
い
う
名
前
じ
ゃ
っ

た
。
そ
の
カ
メ
は
罠わ

な

掛か

け
が
好
き
で
、
毎

日
、
裏
の
山
に
罠
掛
け
に
行
き
よ
っ
た
。

そ
う
し
て
、
い
つ
罠
を
見
に
言
っ
て
も
、

獲
物
が
掛
か
っ
て
お
っ
た
が
、
い
じ
ら
し

い
子
供
で
「
今
日
の
獲
物
は
、
お
父
に
似

ち
ょ
っ
た
か
ら
」
そ
う
言
う
て
獲
物
を

ば
、
逃
ぎ
ゃ
あ
て
や
っ
た
。
そ
の
次
の
日

も
「
今
日
の
獲
物
は
、
お
母
に
似
ち
ょ
っ

た
か
ら
」
と
、ま
た
逃
ぎ
ゃ
あ
て
や
っ
た
。

お
父
は
「
お
父
に
似
ち
ょ
っ
て
も
、
お
母

に
似
ち
ょ
っ
て
も
、
許
さ
ず
に
、
捕
っ
て

来
い
」
ち
言
う
て
叱し

か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
カ

メ
は
、
山
に
行
て
、
罠
の
側
に
隠
れ
て
、

見
張
っ
ち
ょ
っ
た
。
そ
こ
に
ま
た
逃
が
し

は
せ
ん
か
と
、
心
配
し
た
お
母
が
や
っ
て

来
て
「
ど
っ
か
こ
の
辺
に
、
う
ち
の
カ
メ

が
罠
を
掛
け
ち
ょ
る
は
ず
じ
ゃ
が
」
ち
て

言
う
て
、
歩
き
廻
り
よ
っ
た
が
、
誤
っ
て

カ
メ
の
罠
に
掛
か
っ
て
し
も
う
た
。
カ
メ

は
走
っ
て
出
て
来
て
、
お
父
の
言
う
通
り

に
、
お
母
を
打
ち
殺こ

れ
え
て
し
も
う
た
。

そ
し
て
そ
の
お
母
を
担か

た

い
で
戻
っ
て
来

た
。
お
父
は
び
っ
く
り
し
て
、「
そ
り
ゃ

あ
カ
メ
。
お
母
じ
ゃ
が
ぁ
！
」。
カ
メ
の

言
う
こ
と
に
ゃ
「
お
父
が
『
お
父
に
似

ち
ょ
っ
て
も
、
お
母
に
似
ち
ょ
っ
て
も
、

打
ち
殺
れ
ぇ
て
、
持
っ
て
来
い
』
ち
言
う

か
ら
、
お
母
に
似
ち
ょ
っ
た
け
ん
ど
、
打

ち
殺
れ
ぇ
て
、
持
っ
て
来
た
」。
お
父
は
、

あ
き
れ
て
し
も
う
た
が
「
そ
り
ゃ
あ
、
も

う
、
し
ょ
う
も
ね
ぇ
か
ら
、
坊ぼ

ん

さ
ん
を
ば

雇や
と

う
て
来
て
、
葬
式
を
や
ら
に
ゃ
あ
い
か

ん
わ
い
。行
て
、坊
さ
ん
を
雇
う
て
来
い
」。

す
る
と
カ
メ
は
「
坊
さ
ん
は
、
ど
う
い
う

所と
こ

に
お
る
と
か
？
」
ち
聞
い
た
。
お
父
は

「
暗
い
所
に
、
黒
い
衣こ

ろ
も

を
着
て
お
る
わ
い
」

ち
て
教
え
た
。
そ
れ
で
カ
メ
は
、
出
て
行

き
よ
っ
た
け
ん
ど
も
が
、
焼
け
藪や

ぼ

①
の
焼

け
た
木
の
上
に
、烏か

ら
す

の
止
ま
っ
ち
ょ
っ
た
。

そ
れ
で
カ
メ
は
「
坊
さ
ん
、
坊
さ
ん
。
お

母
が
死
ん
だ
か
ら
、
葬
式
し
に
来
て
た
も

う
れ
」
ち
て
烏
に
言
う
た
そ
う
じ
ゃ
。
烏

は「
コ
カ
ァ
」ち
て
鳴
い
た
。
カ
メ
は「
い

ん
や
、子
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
。
お
母
で
ご
ざ
る
」

ち
て
言
う
が
、
な
ん
べ
ん
言
う
て
も
、
烏

は
、「
コ
カ
ァ
、
コ
カ
ァ
」
ち
て
言
う
も

ん
じ
ゃ
か
ら
、カ
メ
は
「
子
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
。

親
で
ご
ざ
る
」
ち
て
ま
た
言
う
た
り
ゃ

あ
、
今
度
は
「
カ
ァ
、
カ
ァ
」
ち
て
鳴
い

た
。
そ
れ
で
カ
メ
は
家
に
戻
っ
て
、
お
父

に
「
焼
け
藪
の
木
の
上
に
、
坊
さ
ん
が
止

ま
っ
ち
ょ
っ
た
か
ら
、『
坊
さ
ん
、坊
さ
ん
。

お
母
が
死
ん
だ
か
ら
、
葬
式
に
来
て
た
も

う
れ
』
ち
て
頼
ん
だ
り
ゃ
あ
『
コ
カ
ァ
』

ち
ゆ
う
て
言
う
か
ら
『
子
じ
ゃ
ね
ぇ
、
親

で
ご
ざ
る
』
そ
う
ゆ
う
て
言
う
た
り
ゃ
あ

『
カ
ァ
、
カ
ァ
』
言
う
て
舞
う
て
行
っ
た

わ
い
」。お
父
は「
そ
り
ゃ
あ
カ
メ
。烏
じ
ゃ

わ
い
。
坊
さ
ん
は
、
暗
い
家
の
中
に
、
暗

い
衣
を
着
て
お
る
か
ら
な
。さ
、も
う
い
っ

ぺ
ん
行
て
、
雇
う
て
来
い
」。

　

そ
こ
で
カ
メ
は
ま
た
、
坊
さ
ん
を
雇
い

に
行
き
よ
っ
た
。
行
き
よ
っ
た
り
ゃ
あ
、

今
度
は
牛
小
屋
が
あ
っ
た
。
そ
こ
は
、
生な

ま

暗ぐ
ら

い
所
じ
ゃ
っ
た
。
黒
い
大
け
な
牛
が
寝

ち
ょ
っ
た
。
そ
れ
で
カ
メ
は
『
坊
さ
ん
、

坊
さ
ん
、
お
母
が
死
ん
だ
か
ら
葬
式
に
来

て
た
も
う
れ
』
ち
て
言
う
た
り
ゃ
あ
、
牛

は
「
メ
エ
ェ
」
ち
て
言
う
た
。「
姪め

ぇ

じ
ゃ

ね
ぇ
。
親
で
ご
ざ
る
」。
カ
メ
が
な
ん
べ

ん
も
言
う
て
も
牛
は
「
メ
エ
ェ
、メ
エ
ェ
」

言
い
よ
っ
た
。
そ
こ
で
、
声
を
高
う
し
て

頼
ん
で
見
た
。「
坊
さ
ん
。姪
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
。

親
じ
ゃ
。
お
母
が
死
ん
だ
か
ら
、
葬
式
に

来
て
た
も
う
れ
」。
び
っ
く
り
し
た
牛
は
、

む
く
っ
と
起
き
上
が
っ
て
、
角
を
振
り
か

ざ
し
て
、
向
か
っ
て
来
た
。
そ
れ
で
カ
メ

は
逃
げ
て
、
家
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
「
お

父
、坊
さ
ん
の
所
に
行
て
雇
う
て
み
た
が
、

坊
さ
ん
は
『
メ
エ
ェ
、
メ
エ
ェ
』
言
う
て

角
振
り
か
ざ
し
て
、
向
か
っ
て
来
た
か

ら
、逃
げ
て
来
た
」。
お
父
は「
そ
り
ゃ
あ
、

カ
メ
。
牛
じ
ゃ
わ
い
」。
そ
こ
で
お
父
は
、

今
度
は
自
分
が
行
く
こ
と
に
し
た
。
そ
し

て
「
カ
メ
、
今
度
は
俺
が
行
て
雇
う
て
来

る
か
ら
、
お
前
は
留
守
し
て
お
れ
。」
そ

れ
で
、
こ
こ
に
坊
さ
ん
に
食
わ
す
る
麦む

ぎ

雑ぞ
う

炊し
い

を
ば
炊
き
よ
る
か
ら
、
こ
れ
を
見
ち
ょ

う
れ
」
ち
て
言
う
た
。
そ
こ
で
カ
メ
は
焚た

き

物も
の

を
く
べ
て
、
麦
雑
炊
を
炊
き
よ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
う
ち
ぃ
、麦
雑
炊
の
鍋
が
、

た
ぎ
り
始
め
た
。
そ
の
炊
き
始
め
た
鍋
は

「
ク
タ
ク
タ
、
ク
タ
ク
タ
」
ち
て
言
い
始

め
た
。
び
っ
く
り
し
た
カ
メ
は「
嘘
じ
ゃ
。

俺
は
、食
わ
ん
！
」。
カ
メ
は
「
食
わ
ん
」。

鍋
は「
ク
タ
、ク
タ
」。
カ
メ
は「
食
わ
ん
」。

鍋
は「
ク
タ
、ク
タ
」と
囃は

や

し
た
て
る
。怒
っ

た
カ
メ
は
、
囲い

ろ

り

炉
裏
の
灰
を
掴つ

こ

う
で
、
麦

雑
炊
の
鍋
の
中
に
投
げ
込
う
だ
。
す
る
と

麦
雑
炊
の
鍋
は
、
前
よ
り
も
早
口
で
「
ク

タ
ク
タ
、
ク
タ
ク
タ
」
言
い
始
め
た
。
カ

メ
は
腹
を
立
て
て
、
鍋
を
抱か

か

え
て
庭
の
藁わ

ら

打う

ち
石
に
、
麦
雑
炊
の
鍋
を
ば
、
投
げ
付

け
た
。
鍋
は
「
ク
ワ
ー
ン
」
ち
て
言
う

ち
、
真
っ
二
つ
に
割
れ
て
し
も
う
た
。
カ

メ
は
「
今
ご
ろ
『
ク
ワ
ー
ン
』
ち
言
う
て
、

ど
う
な
る
も
の
か
」
そ
う
言
う
て
お
っ
た

と
こ
ろ
に
、
お
父
が
、
坊
さ
ん
を
ば
雇
う

て
戻
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
割
れ
た
麦
雑

炊
の
鍋
を
見
て
怒お

こ

り
「
ど
う
し
て
鍋
を
打

ち
割
っ
た
と
か
！
」
ち
て
尋
ね
た
。
カ
メ

の
言
う
こ
と
に
ゃ
あ
「
俺
が
食
い
も
せ
ん

て
ぇ
麦
雑
炊
が
『
ク
タ
、
ク
タ
』
言
う
て

腹
が
立
っ
た
か
ら
、
囲
炉
裏
の
灰
を
掴
ん

込
う
で
投
げ
込
う
だ
り
ゃ
あ
、
今
度
は
早

口
で
『
ク
タ
ク
タ
、
ク
タ
ク
タ
』
言
う
も

ん
じ
ゃ
か
ら
、
腹
が
立
っ
て
、
庭
の
藁
打

ち
石
に
投
げ
つ
け
た
り
ゃ
あ
、
よ
う
や
っ

と
麦
雑
炊
は
『
ク
ワ
ー
ン
』
ち
言
う
た
と

ば
い
」
ち
て
答
え
た
。

　

お
父
は
、
溜た

め
息
を
ば
つ
い
て
「
も
う

こ
り
ゃ
打
ち
割
っ
て
ど
う
に
も
な
ら
ん
か

ら
、
家
の
ツ
チ
②
に
ぃ
カ
ン
ツ
ク
リ
③

作
っ
て
あ
る
か
ら
、そ
れ
を
ば
降お

れ
え
て
、

坊
さ
ん
に
ご
馳
走
せ
に
ゃ
手
に
合
わ
ん
わ

い
」。
そ
う
言
う
て
、家
の
ツ
チ
に
上
が
っ

た
。
そ
し
て
家
の
ツ
チ
に
吊つ

る

し
て
あ
る
ド

ブ
ロ
ク
の
瓶か

め

の
綱
を
ゆ
る
う
し
て
、
降
ろ

し
始
め
た
。
そ
し
て
お
父
は
、カ
メ
に「
こ

れ
、
カ
メ
。
瓶
の
尻
を
抱か

か

え
よ
」
ち
て
言

う
と
、
カ
メ
は
、
自
分
の
尻
を
ば
抱
え
て
、

そ
し
て「
抱
え
た
。抱
え
た
」。お
父
が
、「
こ

れ
カ
メ
。
瓶
の
尻
を
抱
え
た
か
？
」。
す

る
と
カ
メ
が
「
抱
え
た
。
抱
え
た
」。
そ

れ
で
お
父
は
瓶
を
吊
し
た
縄
を
い
っ
ぺ
ん

に
ゆ
る
う
し
て
し
も
う
て
、
ド
ブ
ロ
ク
の

瓶
は
ド
ジ
④
に
落
ち
て
、
打
ち
割
っ
て
し

も
う
た
。
馬
鹿
子
の
カ
メ
の
お
話
。

　
（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

山
中
耕
作
）

話
型 =

 

笑
話
（
愚
か
息
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④ 

ド
ジ =

 

土
間

椎
葉
の
民
話

97

「
カ
メ
の
尻
」（
雉き

じ
わ
な罠

の
話
２
）

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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〒102-0074　東京都千代田区九段
南４-８-２（指定管理者：ジャパ
ンプロテクション㈱）
☎０３−３２６３−５０６８
入寮者募集受付専用フリーダイヤ
ル０１２０−５０３−８３９

・宮崎県総務部 総務課庁舎担当
〒880-8501　宮崎市橘通東２丁目
10番１号
☎０９８５−２６−７２９０

守ろう！確かめよう！
この最低賃金

時間額619円
　10月27日に宮崎県の最低賃金が改
正されました。
１）最低賃金は、臨時、パート、ア

ルバイト等を含めた全ての労働者
に適用されます。

２）最低賃金には、次の賃金等は含
まれません。

　①賞与などの臨時の賃金
　②時間外労働などの割増賃金
　③精皆勤手当、通勤手当及び家族

手当
■問い合わせ先
・宮崎労働局 賃金室
　☎０９８５−３８−８８３６
・延岡労働基準監督署
   ☎０９８２−３４−３３３１
・最低賃金テレフォンサービス
   ☎０９８５−２３−４８１１
・宮崎労働局ホームページ
    http://www.miyazaki.plb.go.jp

帰ってこんね 宮崎へ！
「ふるさと人材バンク」は、
そんな方を応援してます！

　宮崎県では優秀な人材を求める県
内企業とＵ・Ｉターン希望者の出会
いの場として「ふるさと宮崎人材バ
ンク」を設け、Ｕ・Ｉターン就職の
促進を図っています。
●登録すると？

①求人情報をインターネット上で
検索することができます。

②ふるさと雇用情報センターの雇用
コンサルタントがＵ・Ｉターン就
職に関するご相談に応じます。

③県内外の就職説明会等の情報を

自衛隊の募集について

募集種別 資　格 受付締切

自衛隊生徒（男子） 中卒・17歳未満 平成20年１月８日（火）

２等陸海空士（男子） 18歳以上･27歳未満 平成19年12月13日（木）

■問い合わせ先　自衛隊日向募集事務所　　☎０９８２−５２−６９１４
　　　　　　　　役場 総務課 消防交通係　 ☎０９８２−６７−３２０１

提供します。
●登録方法は？
　ホームページからご登録ください。
　http://www.back-to-miyazaki.jp/
■問い合わせ先
　宮崎県ふるさと雇用情報センター
　〒880-0805　宮崎市橘通東4-8-1
　「カリーノ宮崎８階ガガエイト内」
　☎０９８５−２７−３６８５

農林振興課よろず情報
相談室

　譲りたい機械や施設、譲ってほし
い機械、珍しい植物や種・苗等の交換、
教えてほしいこと等、幅広く情報提
供していきます。欲しい物や譲りたい
物がある人は、是非ご連絡ください。
●譲ります
　・コンプレッサー（中古品･100v用）
　・椎茸乾燥機（中古品　藤本式）
　・ＦＲＰサイロ（中神式）
　・ハウス用加温機（中古品･100v用）
　・耕耘機（中古品･クボタ）
●譲ってください
　・バインダー　・ハーベスター
　・下刈機　・チェンソー
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 農政係
　☎０９８２−６７−３２０６

児童館・保育所入園申
込みについて

　平成20年度の各児童館・保育所の
入園受付を次のとおり実施します。
■受付日時　平成19年11月21日（水）
　・児童館　　9：00〜10：00
　・保育所　15：30〜16：00
■受付場所　
　最寄りの各児童館、保育所
■対象児童　生年月日が平成14年４

月２日から平成17年４月１日まで

（ただし、保育所については生年
月日が平成17年９月30日までの幼
児に対して相談に応じます）

■その他
・受付時に印鑑、保険証をご持参く

ださい。
・現在入園中の幼児で、平成20年度も

引き続き入園を希望する場合も新た
に申込みをしてください。（申込み用
紙は各児童館、保育所で配布します）

・新入園児については、子どもさんと一
緒に来て申込み手続をしてください。

■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　☎０９８２−６８−７５１３

航空祭開催について
　航空自衛隊新田原基地で航空祭が
開催されます。
■期日　12月２日（日）
■時間　８：30 〜 15：00 ※予定
■場所　航空自衛隊新田原基地及び

同周辺空域
■主要イベント
　ブルーインパルスによる曲技飛行
　陸海空自衛隊機による飛行展示ほか
■入場料　無料
■駐車場について　駐車場は台数に

限りがあるので抽選となります。
（希望者は11/15（木）必着で往復
ハガキによるによる応募が必要）
ただし、駐車券の必要ない基地外
特設駐車場（有料シャトルバス運
行）もあります。

■問い合わせ先
航空自衛隊 新田原基地 第５航空団
司令部監理部 基地渉外室広報班
〒889-1492　児湯郡新富町大字新
田19581
☎０９８３−３５−１１２１
URL：http://www.mod.go.jp/
asdf/nyutabaru/
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●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●10月１日現在
　男　　1,654人（−　2）
　女　　1,653人（＋　2）
　計　　3,307人（　　0）
世帯数　1,268戸（　　0）
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お 知 ら せ
11月の納税について

　11月は、国民健康保険税（６期）
の納税月です。期限内（11月30日）
までに納付していただきますようお
願いします。
　口座振替の方も残高をご確認くだ
さい。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　☎０９８２−６７−３２０５

「行政相談」の開催に
ついて

　行政相談が次のとおり行われます。
行政に関することならどんなことでもけっ
こうですので、気軽にご相談ください。
■日時　11月13日（火）・12月11日（火）
■時間　10：00 〜 15：00
　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

「心配ごと相談」の開設
について

　心配ごと相談が次のとおり行われ
ます。心の悩みを相談してにてはい
かがでしょうか。
■期日　11月19日（月）・12月17日（月）
　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　保健センター「すこやか館」

■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　 ☎０９８２−６７−２２７５

こころの健康相談について
　精神障がい者や家族及び地域住民を
対象に、医療や精神福祉に関する相談
を実施しています。費用は無料で、精神
科医師や保健師が相談にあたります。予
約制ですので事前に連絡をしてください。
■期日
　11月20日（火）（担当：協和病院医師）
　12月18日（火）（担当：鮫島病院医師）
　※毎月第３火曜日
■時間　13：30 〜 15：30
■場所　日向保健所
■予約申し込み先
　日向保健所 健康づくり課 
　疾病対策担当
　 ☎０９８２−５２−５１０１

高齢者総合相談センター
の移動相談について

　宮崎県高齢者総合相談センターによ
る移動相談が開設されます。相談は全
て無料です。お気軽にご相談ください。
■期日　11月22日（木）
■場所　保健センター「すこやか館」

【講話】
■時間　10：10 〜 11：30
■演題　「悪徳商法について」

【相談】
■時間　９：00 〜 12：00
■内容　一般相談・法律相談・リハ

ビリ相談・健康、介護相談
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　 ☎０９８２−６７−２２７５

11月は『児童虐待防止
推進月間』です

　児童虐待とは、保護者がその監護
する児童について行う次のような行
為をいいます。
①身体的な暴行（身体的虐待）
②わいせつな行為（性的虐待）
③食事を与えない・世話をしない（ネ

グレクト）
④心理的に傷つける言動（心理的虐待）

※宮崎地方法務局では子どもの人権問
題に関する相談を受け付けています。

■子どもの人権専用電話
　「子ども人権110番」
　 ☎０１２０−００７−１１０

女性への暴力は犯罪です
　私が、私であるために。一人で悩
まないで、相談してください。
■女性に対する暴力をなくす運動

平成19年11月12日（月）から25日
（日）までの２週間

■全国共通ＤＶホットライン
　 ☎０１２０−９５６−０８０

特設人権相談所開設に
ついて

　12月４日から10日まで「人権週間」
です。そこで、法務局、市町村在住
の人権擁護委員では、人権に関する
相談を受け付けます。人権が侵され
る恐れのあるとき、成年後見制度、
借地借家、登記、金銭賃貸などの問
題でお困りの方はご相談ください。相
談は無料で、秘密は堅く守られます。
■期日　12月７日(金)
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　椎葉村高齢者センター
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局 日向支局
　 ☎０９８２−５２−２９４４
　役場 税務住民課
　 ☎０９８２−６７−３２０５

宮崎県東京学生寮入寮
者の募集について

　宮崎県東京学生寮は、東京都及び
その周辺に所在する大学、短期大学
及び修業年限２年以上の専修学校専
門課程に入学予定の男子学生で、保
護者が宮崎県内に居住する学生を対
象に、入寮者を募集しています。
■募集人員　60名程度（１部屋２人定員）
■寮費　現行月額18,600円（電気料金は

実費 ※食事の提供はありません。
■募集期間　平成19年10月29日から

平成20年１月８日まで（必着）
■問い合わせ先
・宮崎県東京学生寮
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カメラ さんぽ

▲楽らく村のみなさんと収穫。大きな
ものは、背丈より長くなります。

　（９月26日・桑の木原）

そ
の
名
も
「
ヘ
ビ
ウ
リ
」

　

山
中
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代
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ん
が
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た
瓜う
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。
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賞
用

の
他
、食
用
に
も
。
地
面
に
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わ
せ
る
と
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蛇
の
よ
う
に
と
ぐ
ろ
を
巻
き
ま
す
。

▲知事表彰は団体の松尾松風会。個人
では長谷川一郎さんと椎葉マスエさ
んが会長賞。（９月27日・村長室）

老
人
会
の
知
事
表
彰

　

宮
崎
県
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
（
旧
称
：
老

人
ク
ラ
ブ
）
大
会
で
、
日
頃
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

椎
葉
村
女
性
の
つ
ど
い

　

村
内
の
婦
人
会
が
集
ま
っ
て
の
大
会
。

ビ
デ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
演
会
で
高
齢
者

の
人
権
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

▲小学校の集合学習。３年生は今回
が初めての宿泊。みんなと一緒の
お風呂や夕食で交流を深めます。
（10月10日・夢織りの館）

椎
葉
の
子
ど
も
た
ち

▲講演は熊本県立大の石橋敏郎教授。
笑いを交え、家庭教育の重要性を熱
弁。（10月20日・開発センター）

郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

　

東
臼
杵
郡
４
町
村
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
集

合
。
研
究
発
表
で
は
、
椎
葉
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

橋
本
浩
美
さ
ん
が
活
動
を
紹
介
。

▲椎葉中学校での「絆太鼓」。扇一座の
指導を受け、心を一つにして演奏し
ました。（10月21日）

文
化
祭
で
心
を
一
つ
に

　

村
内
の
中
学
校
で
行
わ
れ
た
文
化
祭
。

英
語
暗
唱
・
弁
論
や
合
唱
、
劇
の
発
表
な

ど
、日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
つ
り
前
の
一
斉
清
掃

　

年
に
二
回
行
わ
れ
る
村
内
一
斉
清
掃
。

夏
に
繁
っ
た
草
刈
り
や
、
道
端
の
ゴ
ミ
拾

い
で
、
見
た
目
も
気
持
ち
も
ス
ッ
キ
リ
。

▲鍋とコンロを使っての草木染め。
半年かけて集めた玉ネギの皮で、
Ｔシャツがキレイな色に大変身。
（10月17日・鹿野遊保育所）

▲すくすく子育て学級でリズム遊び。
音楽に合わせて踊った後は、読み
聞かせの本に目はくぎ付け。

　（10月19日・保健センター）

▲村民総出の清掃作業。平家まつりの
準備も進み、幟もたくさん並んでい
ます。（10月21日・上椎葉）

▲上椎葉婦人会のフラダンス。活動発
表で各婦人会が練習成果を披露。

　（10月14日・開発センター）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

▲プロ野球セリーグ優勝の読売巨
人軍へ東国原知事から花束の贈
呈。椎葉の「デルフィニウム」
が贈られ、マスコミにも取り上
げられました。※中央は滝鼻卓
雄オーナー、左は桃井恒和・巨
人軍社長

　（10月11日・東京都千代田区）

　つぼみの形がイルカ（ドルフィ
ン）の姿に似ていることから名付
けられた「デルフィニウム」。平
成17年に１戸の園芸農家から始
まった栽培は、わずか２年で14戸に拡大。今年は10月に出荷が始まり、
取引先の東京・大田市場で高い評価を受けました。今後は、さらに栽培
技術の向上を目指し、特産化・ブランド化の確立へと意欲が高まります。

▲１棟４ａのハウスに4000本の苗　※手前より向山日添の椎葉ミ
エ子さん、椎葉瑞恵さん、椎葉みかささん。向山日当下の清田泉
さん（10月４日、向山日添）

デルフィニウム

おいしい「ハチミツ」
採れました！

（10月24日・三方界）

ミツバチ「ブンコウ」
使用歴50年！

尾前芳春さん（74）
この道50年の
大ベテラン働き者のニホンミツバチ

蜜たっぷりの
巣板がびっしり！

両手にずっしり！
三分の二を採取
残りはハチの
越冬のエサ

黄金色に輝くハチミツたっぷり！
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椎
葉　
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歳

香
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し
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那
須　

義
峰 

様
（
上
福
良
）

故　

那
須
オ
サ
モ 
様
（
財
木
）

故　

那
須　

芳
雄 
様
（
仲
塔
）

戸
籍
だ
よ
り
（
９
月
分
）

上
旬　

椎
葉
神
楽

　
　
　
　
（
〜
下
旬
・
村
内
各
地
）

１
日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
学
生
椎
葉
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
（
〜
３
日
）

４
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　
　
　

村
子
牛
品
評
会
（
那
須
橋
）

６
日　

歯
科
健
診

　
　
　

消
防
部
長
会

中
旬　

12
月
定
例
議
会

11
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

16
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
三
日
曜
日
）

18
日　

乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
乳
児
妊

婦
相
談
（
す
こ
や
か
館
）

21
日　

２
学
期
終
業
式

　
　
　

年
末
交
通
安
全
運
動（
〜
31
日
）

　
　
　

郡
子
牛
共
進
会
（
延
岡
市
）

25
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

28
日　

官
公
庁
仕
事
納
め

12
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

夫
の
借
金
を
背
負
い
ど
ん
底
だ
っ

た
寿
恵
。
三
度
の
死
か
ら
奇
跡
的
に

生
還
し
た
盛
栄
。
二
つ
の
物
語
が
交

互
に
展
開
し
て
い
き
、
つ
い
に
二
人

が
出
会
う
波
乱
万
丈
な
人
生
。

BOOK  CORNER
椎葉村開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
ゆ
き
が
ふ
っ
た
ら
』

（
偕
成
社
）

著 

／ 

レ
ベ
ッ
カ
・
ボ
ン
ド

訳 

／ 

さ
く
ま
ゆ
み
こ

椎葉中３年

椎葉　祐
ゆ

美
み

子
こ

 さん

　

プ
レ
シ
オ
ザ
ウ
ル
ス
の
Ｃ
Ｏ
Ｏ
と

少
年
洋
助
の
物
語
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｏ
を

守
り
た
い
と
い
う
洋
助
の
思
い
の
強

さ
に
感
動
し
た
一
冊
で
す
。

『
遠
い
海
か
ら
来
た
Ｃク

ー
Ｏ
Ｏ
』

 

著 

／ 

景
山 

民
夫
（
角
川
文
庫
）

椎葉中教頭

森山　成
しげ

貴
たか

 さん

　

本
を
読
む
と
き
に
は
声
に
出
し
て

読
む
こ
と
は
普
通
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
声
に
出
し
て
み
る
こ
と
で
日
本

語
は
楽
し
く
お
も
し
ろ
く
深
い
な
あ

と
感
じ
ま
す
。

『
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
』

著 

／ 

齋
藤　

孝
（
草
思
社
）

椎葉中学校

『
奇
跡
の
人
と
人
生
ふ
た
り
旅
』

（
明
窓
出
版
）

著 

／ 

青
木 

寿
恵
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俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

煙
立
ち
斧
の
音
す
る
秋
の
山	

中
瀬　

汀

［
評
］
山
の
一
ヶ
処
か
ら
一
条
の
煙
が
見
え
る
。
同
じ
処
か
ら
樹
を
打
つ
斧
の
音
が
ひ
び

く
。
其
処
に
は
人
が
い
る
。
姿
は
見
え
な
い
が
樵
夫
が
今
働
い
て
い
る
。
よ
く

澄
ん
で
い
る
の
で
遠
く
ま
で
響
く
の
だ
。
秋
晴
れ
。
ま
さ
に
爽
や
か
な
秋
の
山
。

鹿
鳴
く
は
妻
呼
ぶ
声
か
明
け
の
空	

山
茶　

之
実

［
評
］
わ
た
し
は
鹿
の
鳴
く
声
は
、
奈
良
公
園
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
句
は
、

奈
良
の
よ
う
に
人
間
が
近
く
に
住
み
、
人
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
森
の
中
で
鳴
く

の
と
わ
け
が
違
う
。
道
の
な
い
山
中
、き
び
し
い
自
然
の
中
で
棲
息
す
る
鹿
で
あ
る
。

鹿
の
鳴
き
声
は
、哀
れ
を
誘
う
が
、中
七
を
読
む
と
き
一
層
、そ
の
感
を
深
う
す
る
。

十
六
夜
の
月
と
重
な
る
友
遠
し	

小
丸
川
河
童

［
評
］
上
五
「
い
ざ
よ
い
」
は
、
万
葉
集
に
も
み
え
て
、
現
在
も
活
き
て
用
い
ら
れ

る
。
美
し
い
日
本
語
の
一
つ
で
あ
る
。
た
め
ら
う
、
た
ゆ
と
う
等
の
意
味
を

も
つ
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
夜
の
月
と
、
し
ば
ら
く
会
っ
て
い
な
い
友
人
の
事

を
思
い
や
っ
て
い
る
の
だ
。
心
や
さ
し
い
河
童
さ
ん
！

《
入
選
》

雲
海
の
高
千
穂
に
あ
り
感
動
す

黒
木
八
重
子

豊
年
の
里
祝
い
な
る
臼
太
鼓

〃

釣
り
人
の
背
を
ぬ
ら
し
行
く
秋
し
ぐ
れ

小
八
重
知
津
子

通
院
も
六
年
と
な
る
彼
岸
花

〃

十
根
川
の
草
を
踏
み
分
け
山
女
釣
る

那
須　

瑞
穂

大
杉
の
パ
ワ
ー
を
貰
う
天
高
し

〃

名
月
を
嘉
す
彼
岸
の
佛
た
ち

戸
辺　

好
郎

尋
常
じ
ゃ
な
い
と
ぼ
や
い
て
秋
暑
し

〃

秋
暑
し
影
も
ぐ
っ
た
り
つ
い
て
来
る

高
島　

一
嘉

近
道
に
畦
通
り
け
り
彼
岸
花

黒
木　
　

紀

秋
彼
岸
甲
乙
つ
か
ぬ
お
は
ぎ
か
な

山
本　

和
枝

落
蝉
の
こ
ろ
が
る
声
や
不
土
野
道

那
須　
　

正

紅
葉
を
訪
ね
て
も
み
ん
椎
葉
湖
に

椎
葉　
　

満

神
無
月
な
れ
ば
足
許
要
心
す

椎
葉
シ
ヅ
子

孫
の
手
は
痒
い
と
こ
ろ
へ
秋
灯

椎
葉
ツ
ユ
子

編
集
後
記

▼
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
修
に

行
っ
た
熊
本
県
山
鹿
市
で
の
こ
と
。
初
め
て
の

土
地
に
迷
い
、
畑
仕
事
中
の
ご
老
人
に
道
を
た

ず
ね
る
と
、
説
明
す
る
よ
り
も
早
い
か
ら
と
、

車
に
乗
り
込
み
、
会
場
ま
で
先
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
行
動
力
に
関
心
。
親
切
心
に
感
謝

で
す
▼
松
尾
中
学
校
で
聴
い
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
。
最
後
の
小
中
学
生
と
の
共
演
で
は
、

そ
の
演
奏
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
力
強
い
歌
声
に
、

急
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学

生
が
歌
う
我
が
母
校
の
校
歌
。
自
然
と
涙
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
し
た
。（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
待
ち
に
待
っ
た
収
穫
の
秋
。
５
月
の
末
に

自
分
た
ち
で
植
え
た
苗
は
サ
ツ
マ
イ
モ
。

丸
々
と
生
長
し
、
土
か
ら
頭
を
出
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
掘
り
返
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
イ
モ
の
山
。
今
日
は
お

家
に
持
ち
帰
り
、
食
べ
る
は
今
夜
の
お

楽

し

み
。

代
わ
り
に

お
昼
は
カ

レ
ー
ラ
イ

ス
。
青
空

の

下

で
、

楽
し
い
一

日
と
な
り

ま
し
た
。

情
報
は
こ
ち
ら
ま
で
！

「
そ
ん
ぽ
う
」
こ
と
「
広
報
し
い
ば
」
で
は
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

村
内
ど
こ
へ
で
も
取
材
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
見
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５

「芋掘り遠足」

　

菅
原
道
真
公
を
ま
つ
る
尾
末
神
社
大
祭

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
海
の
男
が
少
年
達
を

乗
せ
て
町
中
を
練
り
歩
く
「
だ
ん
じ
り
」。

そ
の
激
し
く
勇
壮
な
姿
が
、
沿
道
の
目
を

釘
付
け
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ
る
門

川
神
社
大
祭
で
は
、古
く
か
ら
戦
勝
を
祝
っ

て
踊
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
小
園
臼
太

鼓
踊
り
が
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。
秋
の

済
ん
だ
空
に
白
い
幟
が
美
し
く
映
え
る
門

川
の
秋
の
風
物
詩
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
尾
末
神
社
大
祭
】

　

11
月
11
日
（
日
）・
尾
末
神
社

　

※
Ｊ
Ｒ
門
川
駅
か
ら
車
で
５
分

【
門
川
神
社
大
祭
】

　

11
月
23
日
（
金
）・
門
川
神
社

　

※
Ｊ
Ｒ
門
川
駅
か
ら
車
で
５
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

門
川
町
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
２―

６
３―

１
１
４
０

『
尾
末
神
社
大
祭
＆

　
　
　
　

門
川
神
社
大
祭
』

日
向
入
郷
広
域
情
報

門　

川　

町

▲小園臼太鼓踊り
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　カツラ科カツラ属。晩秋の11月に入ると木々の彩
りもほぼ終わりです。そんな中、山中の渓流沿いに
比較的遅くまで黄色の葉を付けた大木が見られま
す。これが樹高30ｍ、幹の直径２ｍ近くに達する落
葉大高木のカツラです。落ち葉の積もるところに行
きますと香ばしい醤油や味噌のにおいが漂い、それ
で名の語源が「香

か

出
ず

」にあると言われています。樹
皮は灰褐色で平滑、縦に大きな浅い溝が入り、老木
には樹幹が叢生する多幹樹形のものが多くなります。
葉は径５㎝程のハート型で、３−５本の葉脈が掌状
に伸び対生します。早春に葉に先立ち雄花、雌花が
別々の株に咲く雌雄異株で、花後に１−２㎝の細長
いバナナ型の果実が雌木に実り、熟すと小さな種子
が風散されます。北海道から九州まで分布し、南限
は日南市と国分市を結ぶ線です。材は家具や器具に、
特に彫刻材や将棋盤、碁盤、まな板に賞用されます。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

カツラ
61

未来にはばたけ！

栩
とち

川
かわ

　莉
れ

美
み

　ちゃん
（鹿野遊）

平成17年11月10日生まれ
おとうさん：真 さん
おかあさん：沙緒里 さん

ものまねが得意なれみ ! ! 
いつも家族を笑わせていま
す。優しくかわいい女の子
に育ってね ! !

岡村日
ひ

柚
ゆ

実
み

　ちゃん
（下松尾）

平成17年11月19日生まれ
おとうさん：亮二 さん
おかあさん：美和 さん

最近のマイブームは『そん
なのカンケーねー』食欲は

『ギャル曽根････』三女恐
るべし！

大
自
然
へ
出
か
け
よ
う
！

■
名
称

　

国
指
定
天
然
記
念
物

　
「
大
久
保
の
ヒ
ノ
キ
」

■
国
指
定
年
月
日

　

平
成
６
年
３
月
２
日

■
形
状

　

樹　

齢　
　

推
定
８
０
０
年
以
上

　

樹　

高　
　

32
ｍ

　

幹
周
り　
　

８
・
０
ｍ

　

十
根
川
の
「
八
村
杉
」
か
ら
車
で
約
10
分
。
到
着
し
た
大

久
保
集
落
の
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
そ
こ
か
ら
歩
く
こ
と

ほ
ん
の
２
分
。
薄
暗
い
山
道
の
先
に
ひ
と
き
わ
大
き
く
、
そ

し
て
力
強
く
そ
び
え
立
つ
「
大
久
保
の
ヒ
ノ
キ
」。
大
き
さ

は
ヒ
ノ
キ
と
し
て
は
国
内
最
大
級
で
、
樹
幹
に
絡
み
つ
く
よ

う
に
伸
び
た
無
数
の
枝
幹
は
、
東
西
に
32
ｍ
、
南
北
に
30
ｍ

の
広
が
り
を
持
ち
、
さ
ら
に
そ
の
大
き
さ
を
引
き
立
た
せ
て

い
る
。
推
定
樹
齢
は
８
０
０
年
以
上
。「
八
村
杉
」
と
同
様
、

椎
葉
の
自
然
と
歴
史
を
象
徴
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

「
大
久
保
の
ヒ
ノ
キ
」

巨
木
を
訪
ね
る
②

▲一見ヒノキには見えない
　荒々しい姿に圧倒される

甲斐　美
み

喜
き

　ちゃん
（向山日添）

平成17年11月23日生まれ
おとうさん：喜徳 さん
おかあさん：美穂 さん

いつも笑顔が可愛い美喜
ちゃん。大好きなアンパン
マンのように強く優しい女
の子に育ってね。妹と仲良
くしてね。

山本　湘
しょうな

凪　くん
（上椎葉中２）

平成17年12月23日生まれ
おとうさん：敦志 さん
おかあさん：有希 さん

毎日元気いっぱいの湘凪く
ん。弟の奏凪も良く見てく
れる優しいお兄ちゃん。仲
良し兄弟になってね。


